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お
知
ら
せ
飛騨市広葉樹のまちづくりアンケート結果をお知らせします

林業振興課 0577-62-8905

飛騨市の「広葉樹のまちづくり」では、市内に豊富に存在する広葉樹を地域の重要な資源と位置付け、さまざまな分野でその
活用を図っています。
今後のさらなる推進に向け、平成29年 12月に、市内の全世帯（8,905世帯）を対象に「森林づくりの意向調査」を実施しまし
た。その結果、2,600件の回答を得ることができました（回収率29.2%）。皆さんのご協力に感謝いたしますとともに、得られた
結果についてお知らせします。

●
市
民
と
森
林
の
関
係

　
山
菜
、
き
の
こ
、
木
の
実
な
ど
の

山
の
幸
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
利

用
し
て
い
る
と
い
う
回
答
が
多
く

あ
り
ま
し
た
（
図
１
）。森
林
や
山

に
入
っ
て
遊
ん
だ
経
験
に
つ
い
て

は
、「
あ
る
」、「
経
験
は
な
い
が
興

味
が
あ
る
」
が
あ
わ
せ
て
81.
5
％

で
し
た
。ま
た
9
割
近
く
の
回
答

者
が
森
林
の
利
用
方
法
を
次
世
代

に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
森
林
の
所
有
に
関
係
な

く
質
問
し
た
「
薪
の
利
用
」
に
つ
い

て
は
、「
使
っ
て
い
な
い
」
が
最
も

多
く
83.
7
%
で
し
た
が
、
自
由
回

答
で
は
、
暖
房
、
給
湯
用
の
熱
源
と

し
て
薪
を
も
っ
と
利
用
す
べ
き
と

い
っ
た
意
見
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。

●
市
の
森
林
の
望
ま
し
い
姿

　
回
答
者
の
う
ち
お
よ
そ
８
割
の

方
が
、
飛
騨
市
の
森
林
の
現
状
に
つ

い
て
「
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
」

と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。自
由
回
答
で
は
、
風
倒
木
が

放
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
ご
意
見

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。一
方
、
飛

騨
市
に
と
っ
て
望
ま
し
い
森
林
の

姿
に
つ
い
て
は
「
水
源
を
保
全
し
流

域
を
守
る
こ
わ
れ
に
く
い
森
」
を
1

位
と
す
る
回
答
が
最
も
多
く
な
り

ま
し
た（
1
、3
6
1
件
）。そ
の
ほ
か

「
新
緑
や
紅
葉
な
ど
美
し
い
景
観
を

も
た
ら
す
森
」、「
豊
か
な
生
き
も
の

を
育
む
森
」、「
昔
な
が
ら
の
広
葉
樹

の
森
」、「
薪
、山
菜
、き
の
こ
な
ど
の

恵
み
を
も
た
ら
す
森
」
な
ど
を
上
位

と
す
る
回
答
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
（
図
２
）。ま
た
、
そ
の
た
め
に
市

が
取
り
組
む
施
策
と
し
て
は
「
林
道

や
作
業
道
の
整
備
」、「
獣
害
対
策
」、

「
木
材
の
販
路
開
拓
」、「
木
育
の
推

進
」
な
ど
が
多
く
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。

●
森
林
所
有
者
の
意
向

　
回
答
者
の
約
半
数
（
52.
3
％
）
が

森
林
所
有
者
で
し
た
。森
林
を
所
有

す
る
目
的
と
し
て
は
、
圧
倒
的
に

「
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
か
ら
」
と

い
う
回
答
が
多
く
な
り
ま
し
た
（
図

３
）。

　
自
身
の
所
有
林
を
市
民
の
活
動

の
場
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
森
林
所
有
者
が
肯

定
的
で
し
た（「
提
供
し
て
も
よ
い
」、

「
条
件
に
よ
り
提
供
し
て
も
よ
い
」

を
あ
わ
せ
て
79.
6
％
）。

　
一
方
、
今
後
の
所
有
見
通
し
に
つ

い
て
は
、「
売
却
ま
た
は
譲
渡
」、「
継

続
し
て
所
有
」、「
考
え
て
い
な
い
・

わ
か
ら
な
い
」
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
ほ
ぼ
均
等
に
分
か
れ
ま
し
た
。自

由
回
答
で
は
ご
自
身
の
高
齢
化
や

家
族
の
転
出
な
ど
の
た
め
に
、
今
後

の
森
林
所
有
に
つ
い
て
不
安
を
お

ぼ
え
る
と
い
う
意
見
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望

の
中
に
は
、
既
に
市
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
よ

り
一
層
、
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に

応
え
る
た
め
、
今
後
も
「
広
葉
樹
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
詳

細
を
知
り
た
い
場
合
や
、
市
の
森
林

づ
く
り
に
つ
い
て
ご
意
見
や
ご
要

望
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
林
業
振
興
課
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

①先祖から受け継いだから 
②資産だから 

③不動産投資のため 
④林業収入を期待して 

⑤山菜・きのこ等をとるため 
⑥薪や炭の生産のため 

⑦趣味・レジャーに利用するため 
⑧環境保全のため 
⑨山が好きだから 

⑩その他 

0 500 1000 1500 
森林を所有する理由・目的（複数回答、n=1,356） 

自身でとって
いる 
33% 

親戚や知人が
とったものを

もらう 
30% 

直売所などで
購入して利用

している 
21% 

利用の経験はない 
11% 

無回答・無効回
答 
5% 

山山菜菜、、ききののここ、、木木のの実実ななどどのの山山のの幸幸をを利利用用ししてていいまますすかか
（（nn==22,,660000））  
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①豊かな生きものを育む森(n=2,158)  

②水源を保全し流域を守るこわれにくい森(n=2,316)  

③新緑や紅葉など美しい景観をもたらす森(n=2,219)  

④自然について学ぶことができる森(n=2,135)  

⑤気軽に入って散策やふれあいを楽しむことができる森(n=2,141)  

⑥薪、山菜、きのこなどの恵みをもたらす森(n=2,199)

⑦林業の基盤となり地域の産業の中核となる森(n=2,161)

⑧整然と手入れされた針葉樹の森(n=2,114)

⑨昔ながらの広葉樹の森(n=2,187) 

飛飛騨騨市市のの森森林林のの姿姿ににつついいてて望望ままししいいととおおももうう順順番番にに順順位位ををつつけけててくくだだささいい  
1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 
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晴天に恵まれ春の訪れを告げる
４月19日（木）・20日（金）　古川町市街地

古川町市街地で古川祭

打ち出しの様子 提灯で彩られた夜祭

屋台の曳き揃え

　春の訪れを告げる古川祭が４月19日、20日の２日間行われました。今年は両日とも晴天に恵まれ約56,000人が訪れ、絢爛豪華
な屋台や起し太鼓など春の古川祭を堪能しました。
　19日夜間には、さらし姿の裸男がぶつかり合う「起し太鼓」が行われ、出立祭の行われたまつり広場では、さらし姿の男たちの熱気
が漂っていました。翌20日には、早朝からまつり広場で９台の屋台が曳き揃えられ、からくりや子ども歌舞伎が奉納されました。

神岡町内の三社で春の訪れを祝う
４月28日（土）　神岡町市街地

神岡町市街地で神岡祭

舞姫が祭に花を添えます 躍動感溢れる闘鶏楽

行列の様子

　飛騨の三大祭の一つ、飛騨神岡祭が25日に神岡町市街地で行われました。晴天で強い日差しの下、時代絵巻を思わせるような渡
御行列が町中を祭囃子とともに巡行し、訪れた多くの観光客らを魅了しました。
　この日は、約700人を超える大津神社の行列が出発し、子どもみこしを先頭に、やっこ、獅子、鶏闘楽など連なり、舞姫を乗せた台
輪では、華やかな衣装をまとった舞姫が雅楽の演奏に合わせて、「浦安の舞」を披露しながら町中をにぎやかに練り歩きました。



題
ろいろい

話のちま
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テープカットを行う関係者

おみやげ処がグランドオープン
４月７日（土）　宙ドーム神岡

道の駅宙ドーム神岡

　道の駅宙ドーム神岡で、平成31年にオープン予定の「ひ
だ宇宙科学館カミオカラボ」の整備に向けた「おみやげ処
」が７日にグランドオープンし、そのオープニングセレモニー
が行われました。
　おみやげ処には、飛騨市の特産物や東京大学宇宙線研
究所とのコラボ商品などが販売されており、この日は、市や
道の駅関係者らがオープニングセレモニーに出席し、おみ
やげ処の入り口でテープカットが行われました。

協定書を手にする柳代表理事（左）と都竹市長

南城建設協同組合と協力協定を締結
４月３日（火）　市役所

災害発生時等の無人航空機を活用

　災害発生時等に無人航空機（ドローン）を活用して災害状
況の情報収集を行うことを目的に、南城建設協同組合と協力
協定を締結しました。
　締結した協定では、同組合が昨年９月に購入した２機の高
性能ドローンを使って、災害時に写真や映像を撮影し、市へ情
報を提供するものです。
　都竹市長は「災害発生時に現地に行くのが難しい場所でも
ドローンであれば写真や映像で状況を把握する事ができる。
今後、ドローンを活用し、市の災害対策に万全を期したい」と
あいさつしました。

重度障がいのある方へ雇用通知を交付
４月４日（水）　ハートピア古川

市の業務支援職員として雇用

雇用通知を受け取った鮫嶋さん（右）と都竹市長

　平成30年度に市役所で採用した重度の障がいのある方へ
雇用通知書の交付が行われました。
　これは、重度障がい者の方を市の業務支援職員として雇
用することで、安心して暮らせる飛騨市の１つの施策として、
雇用にともなう環境の改善を行い、安心して雇用できる体制
づくりを行うためのものです。
　この日は、３月に飛騨吉城特別支援学校を卒業した鮫嶋
真衣さんがハートピア古川を訪れ、都竹市長から直接雇用通
知書を受け取りました。
　鮫島さんは「私の経験を活かして、困っている人たちを助
けられるよう仕事を精一杯頑張ります」と仕事への意気込み
を語ってくれました。

レトロな音源を鑑賞する参加者

蓄音機で聴くSPレコード曲鑑賞会
４月10日（火）　飛騨市美術館

昔懐かしいSPレコード曲を楽しむ

　蓄音機で聴くSPレコード曲の鑑賞会が10日、飛騨市美術
館で行われました。
　この日は、４人が来場され、美術館内で作品に囲まれなが
ら、昔懐かしいSPレコード曲を楽しみました。
　鑑賞に使用した蓄音機は、約100年前に作られたもので、
材料は木材を使用しており、来場された方々は温かみのある
音楽に聴き入っていました。



23 2018年５月号

渓谷コース  オープン
４月21日（土）　神岡町西漆山

レールマウンテンバイク「ガッタンゴー」

　レールマウンテンバイクRMTB「ガッタンゴー」の【渓谷コー
ス】が完成し、そのオープニングセレモニーが行われました。
　セレモニーでは、 同法人関係者や市、議会、商工会議所など
が出席し、安全祈願祭やテープカットが行われました。
　この渓谷コースは、神岡町西漆山にある旧神岡鉄道の漆山
駅を発着点に、神岡町二ツ屋の折り返し地点までの片道３．３
㌔㍍を往復するコースで、この日は、渓谷コースを予約した約
120人の一般客の皆さんが、新緑の山々に囲まれ、高原川や高
さ15㍍の鉄橋、まっ暗なトンネルなど約75分かけてコースを
満喫しました。

吉城高校でYCK PROJECT2018始動
４月16日（月）　吉城高校

課題解決型のキャリア教育授業

ふるさと飛騨市を手に微笑む児童森林公園コースを歩く参加者

楽しそうに渓谷コースを楽しむ参加者

ウオーキングで健康づくり
４月29日（土）　飛騨古川森林公園

クアオルト健康ウオーキング2018

　自然の野山を歩いて治療するドイツの「気候性地形療法」
を基本とした健康づくりの運動療法「飛騨市クアオルト健康
ウオーキング」が29日、古川町の飛騨古川森林公園で開か
れ、市内の男女12人が参加しました。
　ウオーキングでは、絶好の天気日和で新緑のまぶしい全長
１．26㌔㍍、累積高度差61㍍の森林公園コース内のチェック
ポイントで、参加者の心拍数や体表面温度を計り、その数値
によって体温を調節したり、心拍数を調節したりして適度な
運動を行い目標値に近づけることなどを行いました。

生徒の前でＹＣＫプロジェクトを説明する関口さん

　吉城高校の課題解決型のキャリア教育授業「ＹＣＫ（吉高
地域キラメキプロジェクト」のオリエンテーションが同校で
開かれ、生徒ら232人が参加しました。
　ＹＣＫプロジェクトとは、課題解決能力を身に付けた人材
を育成するため、地域全体を学びのフィールドとして実施さ
れるプログラムで、今年は27個のプログラムが行われます。
　この日は、キャリア教育コーディネーターの関口祐太さ
ん、同アドバイザーの盤所杏子さんや同校キャリア推進部の
先生、市役所職員らがサポーターチームとして紹介され、関
口さんや盤所さんからＹＣＫプロジェクトについて説明があ
りました。

ふるさとの魅力を学んで全国の人に伝える
４月18日（水）　河合小学校

河合小学校で｢ふるさと飛騨市｣贈呈式

　９年ぶりに改訂された小学校社会科学習資料を活用する市
内の小学校を代表して、河合小学校３～６年生の児童に小学
校社会科学習資料｢ふるさと飛騨市｣の贈呈式が行われまし
た。
　この日は、同校の図書館に対象児童ら29人が参加。３年生
から６年生の代表者４人がそれぞれ都竹市長から｢ふるさと飛
騨市｣を受け取りました。
　児童代表で６年生の安達柊都季（あだち　ひづき）さんは

「この本を使って飛騨市や河合町の良さを改めて学び、その良
さや魅力を他の地域の人や日本全国の人に発信していきたい
と思います。ありがとうございました。」とお礼のことばを述べ
ました。

検　索飛騨市http://www.city.hida.gifu.jp/
飛騨市ホームページでもご覧いただけます


